
１．はじめに

　2013年8月3日～ 13日にロシア・カザンで開催され

たCMAS GAMES 2013・フィンスイミング世界選手

権大会に，日本代表選手としてロングディスタンス　

20km種目に出場した．本稿では，CMAS GAMES 

2013・フィンスイミング世界選手権大会出場の報告

を兼ねて，フィンスイミングを含む水中スポーツを国

際的に統括しているCMAS（世界水中連盟）と水中ス

ポーツの紹介を行う．

２．CMAS（世界水中連盟）

　CMAS（図1）とはフランス語の“Confederation 

Mondiale des Activites Subaquatares”の略であり，

“世界水中連盟”もしくは“世界水中活動連盟”と訳
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される（英語では“World Underwater Federation”）．

CMASは，水中活動における国際連盟（＝水中の国連
1））と位置づけされ，各国を代表する水中活動組織の

集合体で形成されている．すなわち，世界各国の政府

機関に承認された水中活動団体，もしくは各国内を統

一し，その国家を代表する水中活動団体が，CMASの

総会において承認されることで，CMASに加盟できる．

図１　CMASのロゴ

フランス　アルプ・マリティーム県　Sospel村のマーメイドと

マーマンの彫刻が基になったと言われている4）．2つの尾びれは

“技術”と“スポーツ”を表しており4），左側には，水中科学・

技術の象徴である“水瓶”が，右側には水中スポーツの一つで

あるスピアフィッシングの魚が描かれている．

　CMAS設立の背景には，潜水呼吸器＝SCUBA（Self-

Contained Underwater Breathing Apparatus）の開発

により，水中活動が盛んになったことが挙げられる．

1943年にフランスで，海洋学者のジャック・イヴ・

クストー氏（Jacques-Yves Cousteau，1910 ～ 1997年）

がアクアラングというSCUBAを発明し，水中での活

動効率が飛躍的に向上した．第二次世界大戦中に開発

されたSCUBAは，機雷の除去など，軍隊による水中

活動で主に使用されたが，1950年代以降は，スポー

ツもしくはレジャー目的で行う水中活動にも多く用い

られるようになった2）．また，水中活動の活発化によ

り，水中は宇宙と共に人類に残された2大新天地とし

て脚光を浴びるようになり3），水中の開発活動も盛ん

になった．そんな中，水中活動・開発における独立し

た国際交流の場づくりが，ジャック・イヴ・クストー

氏（前出），ルイジ・フェラー口氏（Luigi Ferraro，

イタリア，1914 ～ 2006年），そしてジャック・デュ

マ氏（Jacques Dumas，フランス，1926 ～ 1985年）

らにより提唱される3）．そして，1958年9月にベルギ

ーのブリュッセルで開かれた，CIPS（Confederation 

Internationale de la Peche Sportive＝国際的なスポー

ツフィッシングの連盟）の第6回大会において，水中

活動に関する国際組織設立に向けた会議が開かれ，

1959年1月10日に15カ国（西ドイツ，ベルキー，ブラ

ジル，フランス，ギリシャ，イタリア，モナコ，ポル

トガル，スイス，アメリカ，ユーゴスラビア，スペイ

ン，イギリス4），マルタおよびポーランド3））の代表

がモナコに集いCMASが設立された4）．本部はフラン

スに設置され，初代会長として，ジャック・イヴ・ク

ストー氏が就任した4）．

　現在，CMASは，「水中活動連盟未組織の国への組

織設立支援」，「水中活動における法律や規則の国際的

な統一」，「水中活動の国際大会や万国博の主催及び後

援」，「国際スポーツ機関や国際的文化団体との交流」，

「国際水中スポーツ大会の開催」，および「水中活動全

般に関し国際間の調整と水中活動の振興」などを目的

に活動を行っている5）．これらの目的を達成するため，

CMASでは，「スポーツ委員会」，「技術委員会」，そし

て「科学委員会」を組織し，各委員会に各国組織が加

盟し，それぞれの分野で活動を行っている1）．

　具体的な活動として，フィンスイミング，アプニア，

スポーツダイビングおよび水中オリエンテーリング等，

水中スポーツに関する活動は「スポーツ委員会」が担

当し，種々の水中競技の規則制定，公式競技会の承認，

年間競技会の発表，競技記緑の公認（特に，フィンスイ

ミングとスピアフィッシングにおいて，CMASの規約

に基づいて提出された記録の承認を行っている．また，

CMAS主催や後援の競技会に参加する選手は，直接・

間接を問わず報酬を目的としないアマチュアでなけれ

ばならないと規定されている）を行っている3）．なお，

CMASはIFs（国際スポーツ競技団体）加盟団体であり，

1986年にIOC（国際オリンピック委員会）7），1988年には，

GAISF（General Association of International Sports 

Federations．現・スポーツアコード；Sport Accord）8）

に加盟している．

　SCUBA潜水技術教育・国際認定証認定，水中設備，

水中映像および潜水指導者水中科学（海洋博物館・海

洋研究所等）に関する活動は「技術委員会」が行い，

ダイバー同志の水中手信号の規則の統一化と成文化，

ダイバーのトレーニングプログラムの統一化と成文化，

ダイバー認定資格と試験基準の統一化と成文化（図

2），各国の水中連盟の代表機関に対して必要な規則

を定めることの勧告を行っている3）．

　そして，水中の考古学，生物学，地質学，工学，医

学，法律および自然保護などに関する活動は「科学委

員会」が担当し，各国の水中連盟や水中の研究所およ

び研究組織の仲介，応用科学研究や科学ダイバーへの

トレーニング案施，水中研究における科学者や専門家

がCMASの科学委員会の会員に就任する事の承認を行

っている3）．1988年にIUCN（国連自然保護連合）に
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加盟し，同年には，UNESCO（国連教育科学文化機関）

と「科学ダイバーマニュアル」を作成している．

2012年には水中環境や水中文化遺産の保護を目的と

したダイバーへの啓蒙活動や研修，科学的なダイビン

グに関する団体を組織する等の活動に，CMASの科学

委 員 会 とUNESCOの 政 府 間 海 洋 学 委 員 会

（Intergovernmental Oceanographic Commission）が

協力して取り組むことで調印が行われた（2012年5月

16日6））．

３．日本水中スポーツ連盟

　CMAS各委員会には，各国を代表する１組織の加盟

が認められている（科学委員会および技術委員会は代

表加盟の他に，各委員会承認により加盟組織として同

じ国の団体・組織も加盟できる．ただし，代表権および

総会における投票権はない．）1）．日本では，1982年に，

FEJAS（＝Federation Japonaise de Activites 

Subaquatiques；日本水中活動協会．現在はJCIA＝

Japan CMAS Instractors Association）が，国内の学術，

民間，潜水指導および水中スポーツ団体等の振興と連

絡調整を目的として設立され，1985年にアメリカ・

マイアミで行われたCMAS総会において，CMASへの

加盟が認められた5）．このうち，水中スポーツは，

FEJASの新水泳小委員会がフィンスイミングに関す

る普及窓口として担当していたが，1988年に新協会・

JAFSA（Japan Finswimming Association，日本フィ

ンスイミング協会）を組織し，FEJASの承認を受け

た協会として活動を行ってきた．その後，1996年に

JAFSAの活動，すなわち，日本における水中スポー

ツ部門を統括し，日本を代表する団体であることが

CMASで認められ，FEJASから水中スポーツ部門の全

権限を譲り受け，CMAS・水中スポーツ委員会の日本

代表機関として承認された5）．現在は，名称をJUSF

（Japan Underwater Sports Federation；日本水中ス

ポーツ連盟，図3）とし，CMAS・水中スポーツ委員

会に，唯一，日本の水中スポーツ代表団体として代表

加盟承認され，国内における水中スポーツの普及，選

手登録，競技会の主催・講演，記録の公認，そして国

際大会への派遣などを行っている1）．

図３　日本水中スポーツ連盟

（Japan Underwater Sports Federation）のロゴ

　なお，2013年現在，日本水中スポーツ連盟から，

事務局長の吉澤俊治氏がCMASの理事として9），そし

て国際委員会・ユース育成小委員会の上原有翔氏が

CMAS・スポーツ委員会のフィンスイミング委員とし

て10），それぞれ選出され，日本水中スポーツ連盟の活

動のみでなく，CMASにおける活動にも携わっている．

４．CMASの水中スポーツ

　水中で行われるスポーツには様々な競技がある．本

章では，CMASのスポーツ委員会が，競技規則を制定

し，公式競技会を承認，そして競技記緑の公認などを

担当している水中競技を紹介する．

4.1　フィンスイミング

　フィンスイミングとは，足ヒレ（フィン）を使って

水中や水面を泳者の筋力のみによって進む競技である
11）．フィンスイミングで用いられる道具として，競泳

競技で用いられるゴーグルなどのほかに，フィンやス

ノーケル，空気タンクなどがある．フィンには1枚の

フィンを両足で履くモノフィンと2枚のフィンを片足

ずつ履くビーフィンがあり，呼吸はスノーケルを使用

して行う場合や空気タンクを使用する場合があり，種

目により異なる（図4）．

　フィンスイミングは，サーフィス（SF），アプニア

（AP），イマージョン（IM）そしてビーフィン（BF）

と呼ばれる4つの種目で構成される．SFは，フィンを

つけて水面を泳ぐ種目であり，スタート後およびター

図２　CMASのSCUBAダイ

　　　バー認定カード

SCUBAダイバーとしての能力や

経験に応じて星の数が異なる（１

スター，２スターなど）
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ン後以外のレース中は，フィンを含む身体の一部が常

に水面から出ていなければならない（すなわち，潜っ

てはならない）．2013年現在12），プールで行われる種

目 は， 男 女 共 に，50 m，100 m，200 m，400 m，

800 mそして1500 mが公式種目となっている．この

他，海や湖，河川などを泳ぐオープンウォーター種目

も設けられており，世界選手権の場合，6 kmと20 

kmが，ワールドカップの場合，4 kmが正式種目とな

っている．APは，フィンをつけて無呼吸で50 mを泳

ぐ種目であり，スタートからゴールまで息継ぎをして

はならない．IMは，フィンをつけて水中を泳ぐ種目

であり，呼吸は空気タンクを用いて行う．BFは，ビ

ーフィンを用いて水面を泳ぐ種目で，SF同様，スタ

ート後およびターン後以外のレース中は，フィンを含

む身体の一部が常に水面から出ていなければならない．

4.2 アプネア

　アプネアとは，選手が水面下に顔を維持し，息を保

持するスポーツ競技を指す13）．呼吸を止めて水面に浮

き，その時間を競うStatic Apneaと言う種目，Speed-

Endurance Apnea14）と言う，100 mまたは400 mを

無呼吸で泳ぎ速さを競う種目（モノフィンもしくはビ

ーフィン装着する種目とフィンを装着しない種目があ

る），そしてDynamic Apnea15）と言われる，水面下

を泳げる水平距離を競う種目（モノフィンもしくはビ

ーフィン装着する種目とフィンを装着しない種目があ

る）などがある．

4.3 水中ラグビー

　1チーム最大6名の選手で構成され，水中マスク，

スノーケル，ビーフィンを装着し，水中で重いボール

をパスしながら水底に落とさないように運び，プール

両端水底に設置された相手チームの網のゴールにボー

ルを入れるという競技である16）．水深3.5 m ～ 5 mの

比較的深いプールで行われる．ラグビーとバスケット

を合わせた様なゲームであり，世界選手権等の国際大

会では，水中映像を大型映像装置に映し出し観覧でき

るようにしている18）．

4.4 水中ホッケー

　1チーム6名の選手で構成され，水中マスク，スノ

ーケル，ビーフィンを装着し，手に持ったスティック

を使って水底にあるゴム製のパックを運びあい，プー

ルの両端水底に据えられた相手チームのゴールにパッ

クを入れるという競技である17）（図5）．先述の水中ラ

グビーよりも浅い水深のプールで行われることから，

世界での競技人口が増えている18）．

4.5 アクアスロン

　アクアスロン（Aquathlon）とは，水を意味する

Aquaと競技・レスリングを意味するAthlonからの成

語で，文字通り水中で行う格闘技である13）．選手はマ

スクとフィンを装着し，足首に付けられたバンドにリ

ボンを通す．そして，2人の選手が水中もしくは水面

図４　フィンスイミングで用いる道具とモノフィンを

　　　使用した種目

図５　水中ホッケー
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で，互いの足首に付けられたリボンを，5 m×5 mの

枠内で奪う競技である．

4.6 水中オリエンテーリング

　SCUBA器材を装着し，コンパス・測量器などを使

用して（図6），海や川などの水中に様々な形状を型

取り設定されたポイント（図7）をオリエンテーリン

グ競技のように，正確に速く回る競技である19）．水中

でポイントを回る競技だが，観客は競技者の身体に結

び付けられた浮きが水面を移動する様子を見ることが

できる（浮きは安全のために取り付けている）．コン

パス等を用いて，ポイントの位置を正確に把握するこ

とに加えて速さも重要となるので，知力と体力の両面

が要求される競技である18）．

4.7 スポーツダイビング

　プールにて行う，SCUBAダイビングの能力を競う

競技であり，個人種目，バディー（2人）種目および

団体（4人）種目が設けられている13）．個人種目として，

M 300 mterと言う，50 m プールをスノーケルを使っ

て水面を泳いだり，SCUBAを使って水中を泳いだり

する種目，Emersion 6 kgと言う，リフトバッグ（空

気を利用した重量物引上げる袋）を使って，水底にあ

る6 kgのおもりを水面へ上昇させる種目などがある．

また，バディー種目として，Obstacle Courseと言う，

水中に設置された直径1 m長さ2 m のトンネルを通り

抜けたり，バディーへオクトパスにより空気を供給し

ながら曳航したり，マスク着脱をするなどして100 m

を泳ぐ種目がある（図8）．

4.7 水中ターゲットシューティング

　フィンを履き，息を止めてプールに潜り，水中に設

置された標的を水中銃で矢を撃つ，水中で行うバイア

スロンのような競技18）．矢を撃つだけでなく，撃ち終わ

ったら矢を抜いて元の位置まで泳がなければならない． 

５．CMAS GAMESとは

　4章で紹介した水中スポーツは，各競技毎に国別で

の国内選手権大会から世界選手権等の国際大会まで，

様々な競技会が開催される．一例としてフィンスイミ

ングでは，フランスでの競技会が1920年代に，イタ

リアでの競技会が1930年代に行われ，日本では1989

年に第１回の日本選手権大会が開催された．また，世

界選手権大会は，1976年に旧西ドイツで第１回世界

選手権大会が開催され，2年に1回の頻度で開催され

ている．

　CMAS GAMESとは，各水中スポーツ毎に開催され

ていた世界選手権を，同じ場所で同時開催するもので，

2007年に第1回大会がイタリアのバーリで開催された

（図9）．単一競技で開催する世界選手権とは異なり，

他の水中スポーツの選手とも交流でき，水中スポーツ

のオリンピック＝水中オリンピックとも称されている

（図10）．第2回大会が2011年に開催される予定であっ

たが，開催地の事情により中止，2013年に延期となり，

今年，開催地をロシアのカザンに改め，第2回大会が

開催された．

図６　水中オリエンテーリング

図8　スポーツダイビング

図７　水中オリエンテーションの目標ポイント配置の例19）

　　　star competitionおよび5-point course
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６　CMAS GAMES 2013に参加して

　今回のCMAS GAMESが開催されたカザンと言う都

市は，モスクワから東へ約800 kmに位置し，ロシア

連邦・タタールスタン共和国の首都である．CMAS 

GAMES開催の約1 ヶ月前にはユニバーシアード夏季

大会が行われ，2015年には水泳の世界選手権が開催

される予定である．今回のCMAS GAMESはユニバー

シアードの施設をそのまま利用して開催され（図11），

我々は選手村に滞在し，フィンスイミング・プール種

目は水球競技が行われたプールで開催された．フィン

スイミング競技には33カ国が参加し，日本からは13

名の選手と2名の役員が参加した．

　私が出場したフィンスイミング・オープンウォータ

ー種目は，ユニバーシアードで漕艇および競泳競技・

オープンウォーター種目が行われたRowing Sports 

Centerで開催された（図12）．Rowing Sports Centerは，

ヴォルガ河という全長約4000 kmにおよぶヨーロッパ

最長の河の一部に作られた漕艇場である．大会前に日

本で調べた情報によると，ヴォルガ河は3月まで全面

凍結しているとのことであり，水温が低いのではない

かと思われていたが，実際は25 ～ 27度と高すぎるぐ

らいであった．加えて，透視度は1 m以下と環境はあ

まり良くなかったが，大きな波やうねりがなかったい

う点では泳ぎ易い会場であった．このRowing Sports 

Centerに，1周1.5 ～ 1.67 kmのコースが作られ，個

人種目6 km（1.5 km×4周）と20 km（1.67 km×12

周），そしてリレー種目3 km（1.5 km×2周）×4人

が行われた．コース中には，エイドステーションが設

けられており，任意の飲料や栄養補助食品等を摂取で

き，波やうねりの状況もしくは体調の変化に応じてフ

ィンの交換もできる．

図９　 2007年に行われた第1回 CMAS GAMES（イタリ

　　　ア・バーリにて）

図10　CMAS GAMESでは自身の行っている競技以外の

　　　選手とも交流ができる

上：2007年のCMAS GAMES．食堂にてイタリアの水中ラグビ

ーチームと．下：2013年のCMAS GAMES．スポーツダイビン

グの優勝者・Natalja Kutsõk選手（エストニア）と.

図11　2013年 CMAS GAMESの選手村

2013年7月に行われたユニバーシアード夏季大会の会場を利用

図12　CMAS GAMES 2013　フィンスイミング・ロン

　　　グディスタンス種目

会場であるUniversiade Rowing Sports Centerとレースの様子．

そして，表彰式にてイタリアチームと共に
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世界水中連盟（CMAS）の水中スポーツについて

－ CMAS GAMES 2013・フィンスイミング世界選手権大会の報告を兼ねて－

　私が世界選手権大会に初出場した2001年（イタリ

ア・ラベンナ）に，フィンスイミングの世界選手権大

会で初めて20 km種目が導入され，そのレースを見て

この種目に挑戦しようと思い，2003年の世界選手権

大会（エジプト・アレキサンドリア）で20 km種目に

日本人として初めて出場した．その後，2005年大会（フ

ランス・ラ シオタ），2007年（イタリア・バーリ）大

会に続き，世界選手権での20 km種目出場は今回で4

回目となる．（成績はともかく）10年に亘り20 km種

目に出場する選手は世界でもそういない．いずれの大

会でも，レース前に各国選手に20 kmを泳ぐと言うと，

顔色を変えて「crazy」と言われ「good luck!」とも

言われる．私は2007年以降の2大会には出場しなかっ

たので，久々の20 km種目であったが，例外なく，

「crazy」そして「good luck!」と励ましてもらい，懐

かしい感覚を思い出しながら，何年経っても変わらず，

この種目はフィンスイミングの中でも特別なのだなと

感じた．

　そんな20 km種目には，今回16名（男子）が出場し，

イタリアのDavide De Ceglie選手が優勝した．彼は，

20 km種目の前日に行われた6 km種目でも優勝して

おり，世界選手権でロングディスタンス個人種目を全

て制覇した初めての選手となった．彼のコーチによる

と，毎日10000 mほどの練習をこなしていると言う．

競泳競技であれば毎日10000 mと言ってもさほど驚か

ないが，フィンをつけて毎日10000 m泳ぐというのは，

フィンの負荷に耐えうる頑丈な身体を持つと共に日々

のケアも重要となる．実際に，彼もレース後の談話で，

数年前に身体を壊し思うような結果が残せない時期が

あったと語っている20）．そのため，この20 km種目は

毎回，途中棄権者が多く，今回も長時間レースによる

疲労に加え，高水温も影響し，7名が途中棄権した．

　私の成績は，トップと1周遅れであったが，順位は

5位と，自己最高の記録であった．昨年，職場である

九州共立大学に室内プールが出来たこともあり，これ

までと比べて良い練習ができた中で出場できたと思う．

プールでの1500 mのベストタイムを比較しても，

2007年より20秒ほど速くなっており，そのタイムに

も安定感があった．そのため，今回は，もう少しトッ

プに着いていけるかと思っていたが，予想していた以

上にトップの選手は速かった．私が最後に参加した

2007年の世界選手権と20 kmの優勝タイムを比べる

と，（会場や海況が違うので直接の比較はできないが），

男子では2007年が3時間36分だったのに対し，今回は

3時間13分，女子では3時間54分だったのに対し，3時

間25分と，会場や海況の影響を加味しても速くなっ

たと言える．参加選手自身の能力が向上したことが主

要因ではあるが，それ以外に道具の進化に拠るところ

も大きいと思われる．近年，フィンは著しく変化して

おり，大きな推進力を得られるようになっただけでな

く，足の快適性も増している．これまでのフィンでは，

長く履くとブーツ（フィンを履く部分）の締め付けに

より足部の感覚がなくなってくるのだが，今回は，3

時間以上フィンを履いていても指の感覚があり，これ

までと比べて足部への負担は激減したといえる．これ

によって，長時間しっかり蹴り続けることができるよ

うになり，レース自体が高速化したと考えられる．一

方で，足部という局所ではなく，身体全体への負担が

増したように思う．今回，レース後しばらくは重力に

勝てず，どのような体勢を取っても，どこかが攣るよ

うで，しばらく陸上では動けないという初めての経験

をした．Davide選手のように，より高いレベルの練

習に耐え，道具の進化にも耐えられる，タフな選手で

なければ20 kmを戦うことができないと改めて感じた．

　昨年末に行われたCMASのフィンスイミング委員会

で，2014年から導入される新たなルールにより，残

念ながら20 km種目は廃止となった．様々な理由で廃

止が決まったことは理解するが，この種目にずっと挑

んできた私としては非常に残念である．2001年に初

めて出場した世界選手権以降，この種目に挑戦してき

たことで得たものは多く大きく，この種目に挑戦させ

続けてもらえたことをありがたく思う．フィンを使用

できるプールが少ない日本の練習環境で，20 km種目

に挑戦することは無謀だとも思えるが，この種目にこ

だわって挑戦してきた．結果，100%満足行く成績を

残すには至れなかったが，この種目と共に送った十数

年の選手生活は，貴重な財産であり，自分を大きく成

長させてくれたと思う．もし，2001年の世界選手権

で20 km種目が導入されていなければ，私は現在まで

泳ぎ続けていたかどうか分からない．そして，私を泳

ぎ続けさせてくれる糧となった20 km種目が最後とな

る今大会へ出場する機会を与えてくださった皆様，応

援・支援いただいた皆様に感謝いたします．

謝辞

　CMAS GAMES 2013・フィンスイミング世界選手

権大会の出場に際し，日本水中スポーツ連盟や九州共

立大学　スポーツ学部の皆様をはじめ，多く方々から

ご支援・ご協力をいただきました．ここに記して深謝
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の意を表します．また，出場に先立ち，九州共立大学

からはスポーツ功労賞を授与頂きました．大会後には，

北九州市より，平成26年北九州市民スポーツ賞を授

与頂きました．改めて御礼申し上げます．
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において決定する．

附則　

１．この申し合わせは平成22年７月28日から施行する．

２．この申し合わせは平成23年4月1日から施行する．




